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る消費者教育推進検討委員会」を設置し、令和５年度にその委員会において、若者に広がるマルチ

商法、脱毛エステのトラブルなどに対して、SNSでの啓発が提案されました。県内高校の家庭科

教員である同検討委員が「勤務先高校の生徒に原案を作らせたい」と手を挙げ、実際にその高校の

生徒が原案を考え、画コンテを作ってくれました。動画制作は消費者協会の連携協定先である青森

大学に依頼し、アニメ化の技術を持っているソフトウェア情報学部の学生が仕上げてくれました。

キャラクターの表情や間の取り方なども学生の意見をふんだんに取り入れています。最近の若年層

は長い動画は最後まで見ない傾向にあるため、尺の短さは意識しています。

完成した計４本の動画は、令和６年３月に県内各高校に授業等での活用を依頼したり、若年層向

けの移動消費生活講座で活用したりするとともに、当センターのウェブサイトに掲載して誰でも再

生できるようにしています。動画のターゲットと同世代の生徒・学生が制作したことで、視聴する

生徒・学生の“自分ごと化”に効果があると好評をいただいています。講座では、口頭やスライド

のみの説明よりも、集中して見てくれているように感じます。

① ②

③ ④

⑤

若者向けの動画より抜粋。青森県立青森中央高等学
校の生徒が原案を考え、青森大学の学生が動画制作
を担った。「成人式が近いため、ネット広告を介し
て脱毛エステを契約したが、契約先事業者が倒産し
てしまった」など、今の若者ならではのエピソード
が展開される
出典：青森県消費生活センター公式YouTubeより
「若者の脱毛エステなどのトラブルに注意！」
（https://youtu.be/IFp-gM8y9sI）
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長年積み重ねてきたオリジナルの「移動消費生活講座」

「移動消費生活講座」は、県内各市町村、学校、地域の団体などに向けて講座を認知してもら

い、依頼に応じて講師を派遣して講座を開催しています。対象・テーマは、高齢者向けの悪質商法

について、事例や対処法をお伝えするものが多いです。令和６年度の実施回数は66回、のべ参加

人数は2,811名でした。

POINT 1 時代のニーズに合わせた講座実績

成年年齢引き下げに伴う学校関係団体や、地域包括支援センターなどの高齢者の見守りに携わる

団体からの依頼が増えてきています。消費者トラブルは次々と新しいものが出てきて、それに合わ

せて消費者の関心も変わっていくことを感じています。

おかげさまで、ほぼすべての団体から「受講生にとって講座の内容が分かりやすい」「今後の生

活に非常に役に立つと思う」「また利用したい」という回答をいただいています。

POINT 2 有志による寸劇でより分かりやすく

「移動消費生活講座」が好評である大きな理由のひとつに、「寸劇」を取り入れていることがあり

ます。消費者協会に「消費生活大学院」という、消費者問題などについて学ぶグループがあり、そ

のメンバー有志が寸劇を行ってくれています。

寸劇があることで、最近の消費者トラブル事例や、高齢者の見守り活動の重要性や見守る際のポ

イントなどを分かりやすく伝えることができます。台本は問題点がよく分かるよう見直しもして、

わざと大きなペンを持つなどして笑いが生まれるよう、工夫しています。現在、寸劇を担当してく

れているメンバーが高齢化して人数も減ってきていることから、新メンバーの加入が課題です。

「移動消費生活講座」の一コマ。スライド資料も併用しながら臨場感のある寸劇で啓発
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POINT 3 オリジナルキャラクターで親しみやすさと認知度アップ

当センターのマスコットキャラクター「テルミちゃん」は、平成21年度に誕生したキャラクター

です。最初はイラストだけだったところ、平成28年度には着ぐるみを作成し、さらにはテルミ

ちゃんダンスも作りました。消費者トラブルに巻き込まれたり、疑問を感じたりすることがあれば

消費生活センターに電話して「TEL＋Me＝私に電話して」ということで、“テルミ”ちゃんになり

ました。

青森県消費生活センターマスコットキャラクター
「テルミちゃん」

当センターではさまざまな啓発動画を発信しています。テーマや内容、動画のテイストもさまざ

まですが、最後にテルミちゃんが登場することでまとまりが出て、青森県消費生活センターの動画

だと分かっていただける良さがあります。「消費生活大学講座」やイベントなどでも、着ぐるみの

テルミちゃんが登場すると会場が盛り上がります！
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各種動画の末尾には、テルミちゃんが登場し動画の内容についてアドバイスをしている

POINT 4 現状感じている課題

県内全域へ講師を派遣していますが、青森県は広いため移動時間がかなりかかる場合もありま

す。県の消費生活センターとは別に、県内には７つの自治体に消費生活センターがあります。県と

各自治体のセンターの啓発活動のすみ分けも今後の課題です。

また、学校向けの講座は現状ではあまり多いとは言えず、学校と十分に打ち合わせをして、教科

との関連を意識した内容にしていく必要があると感じています。

アイデアと行動力、そしてITでお金のかからない消費者教育も

▶今後の活動の展望を教えてください。

動画に関しては、引き続きウェブサイトで公開しつつ、今後も「移動消費生活講座」や各種イベ

ントで活用をしていきたいと思っています。

「消費生活大学講座」については、ウェブサイトやSNSを活用して若年層の受講者拡大を目指し

たいです。

また、「移動消費生活講座」については、誰が派遣されても一定水準の内容を担保できるよう

に、講師のスキルアップに努め、リピーターはもちろん新たな依頼も獲得していきたいです。内容

としては、消費者トラブル事例に限らず、「生活安全」や「エシカル消費」など、消費者としての

リテラシーを高める内容も充実させたいです。

当センターと消費者協会は、これまでアイデアや行動力のある人に恵まれて、さまざまな活動を






